
守山まるごと活性化プラン検討委員会 

第４回 学区別会議（守山学区） 

 

日時：平成 25 年 10 月 10 日（木） 

19：30～21：30 

場所：守山会館 
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１．あいさつ 

２．説明 

○本日の進め方 

○第３回検討結果の説明 

３．意見交換（テーブル毎に） 

○前回のふりかえり 

○学区のまちづくりの取り組みを考える 

４．結果の発表・共有 

５．次回の予定など 



 



守山まるごと活性化プラン検討委員会(学区別会議)委員名簿 

【 守山学区 】 

                H250731 現在 敬称略 

№ 自治会名 名前 （ふりがな） 性別 

1  今宿 原田 稔 はらだ みのる 男 

2  今宿 樋口 知孝 ひぐち ともたか 男 

3  今宿 石川 博敏 いしかわ ひろとし 男 

4  泉町 堀井 隆彦 ほりい たかひこ 男 

5  泉町 堀井 直晃 ほりい なおあき 男 

6  本町 和田 信雄 わだ のぶお 男 

7  本町 小島 朋毅 こじま ともき 男 

8  梅田町 井上 純作 いのうえ じゅんさく 男 

9  梅田町 竹村 祐輔 たけむら ゆうすけ 男 

10  勝部 藤本 律男 ふじもと りつお 男 

11  勝部 小島 良和 こじま よしかず 男 

12 勝部 舟橋 光義 ふなはし みつよし 男 

13  焰魔堂 伴野 正二 ばんの しょうじ 男 

14  焰魔堂 宇野 実 うの みのる 男 

15  千代 千代 雅人 ちしろ まさと 男 

16  千代 小中 繁 こなか しげる 男 

17  阿村 竹中 輝雄 たけなか てるお 男 

18  伊勢 園田 耕三 そのだ こうぞう 男 

19  伊勢 田中 貞明 たなか さだあき 男 

20  二町 筈井 治夫 はずい はるお 男 

21  二町 相宮 青一 あいみや せいいち 男 

22  古高 今井 和雄 いまい かずお 男 

23  古高 梅景 安夫 うめかげ やすお 男 

24  大門 中島 勘治 なかじま かんじ 男 

25  横江 尾田 隆 おだ たかし 男 

26  弥生の里 仁平 宏 にひら ひろし 男 

27  大鳥 藤山 直久 ふじやま なおひさ 男 

28  大鳥 澤井 良介 さわい よしすけ 男 

29  サムズ守山 弘光 由美 ひろみつ ゆみ 女 

事務局  
・濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 
・竹村隆夫 ・小島秀晃 ・髙橋和也 
・坪内稔夫 ・吉原史雄 ・足立慎也 
・田渕誠一 ・貞松純子 ・前田雅人 
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②
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。
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守山まるごと活性化プラン検討委員会　学区別会議　ニュースレター

■お問い合わせ 

守山市政策調整部みらい政策課 
〒524-8585 守山市吉身二丁目５番 22 号 
℡：077-582-1162 e-mail：miraiseisaku@city.moriyama.lg.jp

 

 

 

平成 25 年９月５日（木）午後７時 30 分から守山会館において、守山まるご

と活性化プラン検討委員会の第３回学区別会議を開催しました。 

守山学区にお住まいの住民 20 名に、滋賀県立大学の濱﨑先生や学生さんも加

わり、まず、前回会議で出された意見について、大きな見落としがないかなどふ

りかえりをしました。次に、学区のまちづくりを進めていく上での課題や方向性

について話し合い、最後に参加者同士で共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ４つのテーブルに分かれ、前回会議で出された守山学区の「よいと

ころ」や「学区のたからもの」の確認を行い、さらに、それらの特

徴をもとに、学区のまちづくりの課題を話し合いました。 

○ 『学区の特徴』として、栗太郡物部村と野洲郡守山村が合併した歴

史ははずせないという意見があり、『たからもの』としては、地域

の神社仏閣のほか、企業と住宅が共存していることが守山学区の特

長でもあるので工業団地を追加するよう意見がありました。 

○ 各テーブルから共通して挙げられた『まちづくりの課題』は、駅前を中心とした急激な人口増加と

旧住民の高齢化に伴う「人のつながりの希薄化」「伝統行事や自治会活動の維持の難しさ」「新旧住

民の関わりの難しい」などが挙げられ、また、「急激なまちの変化への対応の遅れ」や「豊富な歴

史資源が活かされておらず観光の目玉がない」といった課題も挙げられました。 

○ 『今後のまちづくりの方向性』としては、守山に住んで良かったと言われるまちづくり、『人』を

中心とした取組が守山の課題であるとの意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

■当日のプログラム 

①挨拶：千代学区長より 

②内容説明：本日進め方、第２回検討結果の説明 

③テーブルに分かれて意見交換：『前回会議のふりかえり』、 

『学区のまちづくりの課題と方向』 

④結果の発表・共有：テーブル毎で話し合った内容を発表して共有 

平成 25 年 9月発行

第３回 

学区別会議 

[守山学区] 

■滋賀県立大学 濱﨑先生のコメント 

○ 守山学区はたからものが多いと思っていたが、それらはたからものではなく生活するうえでの基本であるとい

う話であった。これらをベースに学区として今後何をするかということが大切である。 

○ 50 年後には日本の人口は半減すると言われている。その時の守山の状況を頭の片隅に置きながら、今何をする

かを考える必要があると思う。高齢化や人口増加に伴う自治会活動のむずかしさなど『人』を中心とした問題

が出ていたが、守山学区の問題意識は非常に強いので、今後に期待しながら引き続き考えていきたい。 

学区別会議の様子 

テーブル毎に守山学区の『まちづくりの課題と方向』について話し合いました 

▲テーブル毎に話し合いました

▲結果を発表してみんなで共有
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守山まるごと活性化計画 学区別会議実施記録 第３回 

 

1. 実施概要 

 
学区・回 守山学区 第３回 

日 時 2013 年 9 月 5日（木） 19：30～21：30 

会 場 守山会館 

参加者 

住民 20 人（今宿 1 人、梅田町 2人、勝部 3人、焔魔堂 2人、千代 1人、阿村 1人、伊勢

2人、二町 2人、古高 1人、大門 1人、横江 1人、弥生の里 1人 大鳥 2人、サムズ守山

1人） 

濱﨑先生、県立大学生１人 

守山市（竹村、小島、髙橋、坪内、吉原） 

地域未来研究所（田渕、貞松、前田） 

会場設営 4 テーブルを設置し、自治会に関係なく抽選で着席 

実施経過 

１．挨拶 

①開会挨拶（坪内課長補佐） 

②開会挨拶（千代学区長） 

 

２．説明 

①本日の進め方（田渕） 

②第２回検討結果の説明（田渕） 

 

３．意見交換（テーブル別ワーク） 

①前回のふりかえり 

・前回の会議結果を整理した資料を見ながら、抜けているたからものの追加、分類の再検

討を行った。 

・学区の特徴として、栗太郡物部村と野洲郡守山村が合併した歴史ははずせないという意

見があった。 

・たからものとしては、地域の神社仏閣のほか、企業と住宅が共存していることが守山学

区の特長でもあるので工業団地を追加するよう意見があった。 

 

②学区のまちづくりの課題と方向 

・学区が抱える問題点や課題について議論したところ、「人のつながりの希薄化」や「伝

統行事や自治会活動の維持が難しい」「新旧住民の関わりが難しい」，「急激なまちの変

化への対応の遅れ」や「豊富な歴史資源が活かされておらず観光の目玉がない」に関

する意見が数多く出された。 

・カードは模造紙に貼り、グルーピングして概略の特徴を整理した。 

 

４．結果の発表・共有 
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・テーブル毎に参加者の代表が地域の課題、課題に対応するための方針について検討結果

を発表。 

・テーブルに共通して挙げられた課題としては、駅前を中心とした急激な人口増加と旧住

民の高齢化に伴う「人のつながりの希薄化」や「伝統行事や自治会活動の維持が難し

い」「新旧住民の関わりが難しい」などであった。また、「急激なまちの変化への対応

の遅れ」や「豊富な歴史資源が活かされておらず観光の目玉がない」といった課題も

挙げられた。 

・今後のまちづくりの方向として、守山に住んで良かったと言われるまちづくり、人を中

心としたまちづくりが守山の課題であるとの意見等が出された。 

 

５．コメント（濱﨑先生） 

・守山学区はたからものが多いと思っていたが、それらは学区のたからものではなく生活

する上での基本であるという話であった。これらをベースに学区として今後何をする

かということが大切である。 

・50 年後には日本の人口は半減すると言われている。その時の守山の状況を頭の片隅に

置きながら、今何をするかを考える必要があると思う。高齢化や人口増加に伴う自治

会活動の難しさなど『人』を中心とした問題が出ていたが、守山学区の問題意識は非

常に強いので、今後に期待しながら引き続き考えていきたい。 

 

６．次回の予定など 

・次回会議の開催日時は、10 月 10 日（木）19:30～、守山会館にて開催が決定された。

第 3回守山学区会議の様子 
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2. 第３回学区会議の意見まとめ 

 

地域のまちづくりの課題やまちづくりの方向性をまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜守山学区のまちづくりの課題＞ 

■駅前を中心とした急激な人口増加と旧住民の高齢化 

① 駅前を中心としたマンションや戸建て住宅の建設による急激な人口増加で 30～40 代の流入が進

む一方、旧住民の高齢化により、年齢層に偏りが見られる。 

■人のつながりの希薄化 

② マンションや賃貸物件の増加、地元商店街の減少等で、近所づきあいや人が関わる機会が減少し、

人のつながりがなくなりつつある。 

③ 人口増加で子どもは多いが、まちに子どもの姿が見られない。次世代を担う子どもたちが守山の

伝統等を引き継いでくれるのか不安に感じる。 

■伝統行事や自治会活動の維持が難しい 

④ 学区内に点在する神社仏閣や伝統行事の維持保存が難しい。 

⑤ 共稼ぎ世帯の多い新住民や若者には、旧体制の自治会活動への参加に負担感があり、役員のなり

手不足や活動への参加が少ないなど自治会ばなれが見られる。 

■新旧住民の関わりが難しい 

⑥ 急激な人口増加により、新住民と旧住民との意識にギャップがあるなど、自治会活動や行事、近

所づきあいにおける関わり方が難しい。 

■急激なまちの変化への対応の遅れ 

⑦ マンション建設や宅地開発が進み、田園風景が崩壊している。 

⑧ 自動車交通の増加に道路整備が追いついておらず、交通渋滞が多発し、また、小学生の通学路や

生活道路に交通が入り込むことで危険が生じている。 

■都市化による農業の衰退 

⑨ 市街化区域であるため都市計画税や高い固定資産税が、農家の負担になり、後継者不足もあって、

宅地化により農地が減少している。 

■身近な自然や川を守る必要がある 

⑩ 守山学区は水に苦労してきた地域である。先人の遺産である用水路や川に水が少なくなり、ホタ

ルが減少するなど、身近な自然が失われつつある。 

■歴史資源が活かされておらず、観光の目玉がない 

⑪ 豊富にある史跡や神社仏閣、中山道関連資源などの歴史資源が十分に活かされておらず、観光客

を受け入れる状態にない。 

⑫ 守山ならではの『食文化』にも乏しい。 
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い
を
大

切
に
す

る
 

○
高

齢
者
か

ら
若
い

世
代
へ

の
移
行

が
出
来

る
よ
う

な
場
所

 

○
子

ど
も
を

育
て
や

す
い
ま

ち
（
自

治
会
で

子
ど
も

を
預
か

る
）

 

○
地

域
で
子

育
て
（

行
政
＋

自
治
会

）
 

○
現

代
社
会

は
、
生

存
競

争
の

明
け

暮
れ
。
せ

ち
が

ら
い
世

相
か
ら

の
脱

却
。
再

構
築
が

求
め
ら

れ
る
。
真
に

心
の

豊
か

さ
を
構

成
で
き

る
社

会
環
境

の
後
押

し
を
す

る
施
策

が
必
要

で
は
。

 

○
道

徳
観
を

育
て
る

 

 
 

 
 

 
 

賃
貸

マ
ン
シ

ョ
ン
入

居
者
の
共
助
意
識
醸
成
 

戸
建

て
住
宅

を
社
宅

と
し
て
使
っ
て
い
る
家
が
あ
る
 

今
後

増
加
す

る
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
対
す
る
交
流
活
動
が
課
題
 

地
元

小
売
店

の
減
少

に
よ
り
、
人
づ
き
あ
い
の
機
会
の
減
少
 

地
域

で
縦
横

が
繋
が

る
遊
び
が
な
い
（
１
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
い
る
）
 

教
育

は
学
校

ま
か
せ

と
い
う
思
い
は
今
は
通
じ
な
い
。
地
域
、
家
庭
、
学
校
が
協
力
し
て
推
進
し
て

い
く

シ
ス
テ

ム
を
確

立
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
 

子
ど

も
が
多

い
の
に

、
街

に
子
ど
も
の
姿
が
見
ら
れ
な
い
。
今
後
の
守
山
を
引
き
継
い
で
も
ら
え
る

の
か

 

新
し

い
団
地

に
は
伝

統
行
事
 

寺
，
神
社
等
が
な
い
 

Ｊ
Ｒ

で
分
断

さ
れ
て

東
西
の
交
流
が
し
に
く
い
 

犬
の

フ
ン
が

多
い
。

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
の
問
題
 

ペ
ッ

ト
特
に

犬
が
増

え
た
。
マ
ナ
ー
を
守
る
人
が
少
な
い
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学
区

の
課

題
 

具
体
的
な

内
容

 
方

向
性

・
解

決
策

 

地
域

の
伝
統

行
事
や

自
治

会
活
動

の
維
持

が
難

し
い

 

高
齢

化
が
進

み
、
町

内
の
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
な
い
 

○
自

治
会
の

横
断
的

な
連
携

 

○
口

を
出
す

な
ら
手

を
動
か

す
 

○
子

ど
も
会

か
ら
ま

ち
づ
く

り
へ
の

参
加
を

始
め
る

 

○
若

年
層
へ

の
動
機

付
け
が

必
要

 

○
次

世
代
を

担
う
人

の
育
成

 

○
シ

ニ
ア
世

代
の
活

用
・
活

性
化
 

 

○
地

域
活

動
（

ま
つ

り
ご

と
以

外
）

は
、

慣
習

を
維

持
す

る
だ

け

で
な

く
、

合
理

的
に

見
直

し
て

簡
略

化
出

来
る

部
分

も
あ

る
の

で

は
な

い
か

 

○
昔

か
ら
の

慣
習
を

変
え
る

こ
と
も

必
要

 

○
働

き
方
の

改
善
（

若
い
世

代
に
余

裕
を
）

 

○
人

を
動

か
せ

る
魅

力
づ

く
り

、
盛

り
上

げ
が

必
要

。
楽

し
さ

を

ア
ピ

ー
ル
す

べ
き

 

高
齢

者
の
パ

ワ
ー
を

活
か
す

取
り
組
み
不
足
 

民
俗

芸
能
は

一
旦
消

滅
す
る

と
、
復
元
は
極
め
て
困
難
。
保
存
、
伝
承
は
不
可
欠
 

世
代

交
代
が

進
む
に

従
い
、

事
象
月
化
し
て
い
く
。
無
関
心
、
忘
れ
去
ら
れ
て
行
く
 

昔
か

ら
伝
わ

る
伝
承

（
遊
び

も
）
が
な
く
な
っ
て
い
る
 

神
社

仏
閣
の

末
代
ま

で
維
持

保
存
 

敬
老

会
は
行

事
が
催

せ
な
い

 

自
治

会
運
営

が
む
つ

か
し
い

 

自
治

会
役
員

の
な
り

手
が
な

い
 

自
治

会
活
動

へ
の
不

参
加
住

民
が
多
く
な
っ
た
（
特
に
転
入
者
）
 

若
者

の
自
治

会
事
業

へ
の
参

加
が
少
な
い
 

若
い

人
の
自

治
会
離

れ
あ
り

。
自
治
会
を
知
っ
て
い
た
だ
く
努
力
が
必
要
 

共
稼

ぎ
世
帯

で
の
地

域
活
動

を
い
か
に
す
る
か
 

子
ど

も
会
の

予
算
で

地
域
の

重
役
の
た
め
に
食
事
会
を
設
け
る
な
ど
、
核
家
族
の
母
親
に
不
条
理
な

負
担

を
強
い

る
こ
と

で
、
役

員
の
担
い
手
不
足
を
招
く
一
面
も
あ
る
の
で
は
。
 

各
種

団
体
へ

の
加
入

者
が
減

少
 

各
種

団
体
が

な
く
な

っ
て
い

る
 

新
旧

住
民
の

関
わ
り

が
難

し
い

 

急
激

な
宅
地

化
で
新

住
民
と

の
意
識
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
 

○
新

旧
住

民
と

の
融

和
融

合
施

策
等

に
つ

い
て

行
政

か
ら

の
積

極

的
指

導
が
必

要
 

○
道

徳
感
を

育
て
る

 

 
 

新
旧

住
民
の

融
合
が

難
し
い

 

住
民

増
加
に

よ
り
生

活
マ
ナ

ー
の
悪
化
 

子
ど

も
た
ち

へ
の
負

担
軽
減

 

個
人

情
報
プ

ラ
イ
バ

シ
ー
保

護
等
の
は
や
り
文
句
が
一
人
歩
き
し
て
い
る
の
が
心
配
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学
区

の
課

題
 

具
体
的
な

内
容

 
方

向
性

・
解

決
策

 

都
市

化
に

よ
る

農
業

の
衰

退
 

田
畑

が
消
え

住
宅
地

の
増
加

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
街

化
区
域

指
定
に

よ
り
田

が
減
少
。
道
路
側
よ
り
開
発
が
進
み
、
中
央
に
農
地
が
残
る
 

農
地

に
も
都

市
計
画

税
が
か

け
ら
れ
、
農
家
に
は
負
担
増
に
な
っ
て
い
る
。
緑
地
の
減
少
。
 

農
地

の
固
定

資
産
税

も
高
く

、
後
継
者
の
い
な
い
た
め
農
家
が
な
く
な
っ
て
い
く
 

高
齢

化
が
進

み
農
業

の
後
継

者
が
不
足
 

離
職

者
の
激

増
に
よ

る
農
業

関
係
行
事
へ
の
参
加
者
の
減
少
 

農
業

用
水
路

の
清
掃

等
 

急
激

な
ま
ち

の
変
化

へ
の

対
応
の

遅
れ

 

の
ど

か
な
田

園
都
市

の
崩
壊
 

○
計

画
的
な

都
市
づ

く
り

 

○
小

規
模

開
発

の
ル

ー
ル

を
変

更
し

、
防

災
、

人
に

優
し

い
街

づ

く
り

に
寄
与

す
る

 

○
ご

み
集
積

所
の
規

格
、
色

を
統
一

す
る

 

○
守

山
駅

西
口

の
街

並
区

画
整

理
事

業
を

実
施

し
、

表
玄

関
の

景

観
を

向
上
さ

せ
る

 

○
活

性
化
の

た
め
の

ル
ー
ル

変
更

 

○
墓

地
公
園

の
整
備

 

○
公

共
か
ら

私
共
へ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

用
途

地
域
が

変
わ
っ

て
住
専

に
な
っ
た
 

マ
ン

シ
ョ
ン

建
設
と

周
辺
住

民
へ
の
影
響
 

旧
在

所
周
辺

の
宅
地

化
 

マ
ン

シ
ョ
ン

害
に
必

要
で
有

益
な
防
災
対
策
 

ア
パ

ー
ト
、

マ
ン
シ

ョ
ン
の

老
築
化
 

物
（

建
物
）

か
ら
人

へ
、
目

的
が
あ
っ
て
の
建
物
計
画
 

今
の

街
の
発

展
（
人
口

増
加
）
は
守
山
が
田
舎
だ
か
ら
。
守
山
が
良
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
は
な
い

工
業

地
域
に

お
け
る

団
地
の

減
少
（
工
場
の
進
出
）
 

駅
東

の
工
業

団
地
の

再
開
発

が
必
要
（
開
発
時
は
長
期
視
野
で
始
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
今
と
な

っ
て

は
お
荷

物
）

 

人
口

増
加
と

自
治
会

公
共
施

設
の
不
足
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学

区
の

課
題

 
具
体
的
な

内
容

 
方

向
性

・
解

決
策

 

道
路

整
備
が

都
市
化

に
追

い
つ
い

て
い
な

い
 

住
民

の
増
加

に
よ
り

交
通
渋
滞
が
多
発
 

 

道
路

が
あ
ぶ

な
い
 
特

に
Ｊ
Ｒ
横
断
部
分
の
道
路
 

守
山

学
区
内

道
路
（

特
に
主

要
道
路
へ
の
接
続
部
分
）
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
交
通
渋
滞
 

湖
南

幹
線
道

路
の
開

通
に
伴

う
交
通
環
境
の
変
化
 

雨
に

日
の
駅

周
辺
の

渋
滞

 

小
学

生
の
通

学
路
の

道
路
が

狭
い
 

豊
富

な
歴
史

資
源
が

活
か

さ
れ
て

お
ら

ず
、

観
光
の

目
玉
が

な
い

 

守
山

は
食
文

化
に
乏

し
い
。
活
性
化
に
使
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
「
食
」
が
不
足
 

○
全

国
に
発

信
で
き

る
食
の

創
造

 

○
伊

勢
遺

跡
の

整
備

、
建

物
の

復
元

、
自

治
会

の
区

画
整

理
（

道

路
整

備
）
等

 

○
伊

勢
遺
跡

を
中
心

と
し
た

文
化
ゾ

ー
ン
の

設
立

 

○
歴

史
遺
産

を
現
況

保
存
，

維
持
す

る
こ
と

に
予
算

が
必
要

。
 

○
観

光
客
の

誘
致

 

○
卑

弥
呼
も

価
値
大

 
観
光

に
力
を

入
れ
て

い
く

 

○
中

山
道
案

内
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
の
Ｐ

Ｒ
・
質

の
向
上

 

伊
勢

遺
跡
を

も
っ
と

Ｐ
Ｒ
す

べ
き
 

た
か

ら
も
の

で
活
性

化
で
き

な
い
 

史
跡

、
神
社

仏
閣
な

ど
有
名

で
あ
っ
て
も
地
元
民
が
知
ら
な
い
 

歴
史

観
の
見

直
し

 

古
い

街
並
み

の
消
滅

 

観
光

客
を
受

け
入
れ

ら
れ
る

状
態
で
は
な
い
 

守
山

学
区
に

は
歴
史

遺
産
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
め
ば
観
光
の
お
客
さ
ん
も
増

え
る

の
で
は

 

近
な

自
然
や

川
を
守

る
必

要
が
あ

る
 

コ
ン

ク
リ
の

川
壁
に

な
り
、
ホ
タ
ル
が
少
な
く
な
っ
た
 

○
ホ

タ
ル
を

今
ま
で

も
，
こ

れ
か
ら

も
頑
張

っ
て
い

く
 

○
河

川
美
化

 

 
 

 
 

地
域

を
巡
る

用
水
路

は
先
人

が
苦
労
し
て
構
築
さ
れ
た
遺
産
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
維
持
管
理
し
て

い
く

こ
と
が

大
事
。

 

冬
場

の
河
川

水
量
の

減
少

 

雨
水

幹
線
が

出
来
て

あ
り
が

た
い
が
、
曜
日
の
加
減
で
下
流
に
水
が
流
れ
て
こ
な
い
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学

区
の

課
題

 
具
体
的
な

内
容

 
方

向
性

・
解

決
策

 

そ
の

他
 

 
 

 
 

守
山

市
行
政

の
横
の

つ
な
が

り
を
緊
密
に
 

○
民

活
特
別

区
域
と

し
て
行

政
サ
ー

ビ
ス
ス

ピ
ー
ド

を
狙
う

 

 
 

 
 

お
墓

を
か
え

す
人
が

増
え
て

い
る
 

公
園

が
増
え

草
刈
り

が
大
変

 

中
学

校
の
自

由
選
択

制
を
導

入
 

全
体
 

 

○
住

み
や
す

さ
日
本

一
を

 

○
「

住
み
た

い
」
と

言
わ
れ

る
ま
ち

に
 

○
守

山
に
住

ん
で
良

か
っ
た

と
言
わ

れ
る
ま

ち
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焔魔堂横の川のホタル 

守山学区のたからもの 

焔魔堂古墳 

中山道の古い町並み 

諏訪神社

中山道の観光客 

十王寺 

皇大神社

①中山道関連の街道文化や社寺、遺跡 

など歴史遺産が豊富 

・ 中山道関連資源のほか、遺跡や史跡が豊富 

・ 由緒ある神社仏閣が学区内に点在 

・ 栗太郡物部村と野洲郡守山村が合併 

②ホタルや水など自然を残したまち 

・ まちなかで楽しめる都市型ホタル 

・ まちをめぐる河川や水路 

・ 水がきれい 

石仏

一里塚 

きれいな地下水 

えんまどう公園 

伊勢遺跡 

古高俊太郎 

俊太郎道 

古高俊太郎 

俊太郎道石碑 

十王寺の住蓮房母公墓

天満宮の三十六歌仙絵

青少年赤十字発祥の地 

皇大神社のクロガネモチ 

あまが池プラザ 

多いお寺

守山小学校 

運動会

納涼祭

甲屋 

中山道本陣 

うの家 

楓三道の維持活動 

「営農クラブ」の食育活動

三津川のバイカモ（昔）

勝部の火祭り 

守山一緑の多い泉町 

（ガザニア） 

サムズのホタル 

物部小学校 

高い自治会加入率

市街地のホタル 

駅前にゴミが少ない 

二町親子ほっとステーション 

今宿こどもサロン 子どもの見守り 

火の用心夜回り 

夏のパトロール 

自衛消防隊

八幡宮・大杉神社

樹下神社

善福寺 

西蓮寺 

常願寺 

西光寺 

日吉春日神社

宝善寺 

今宿川のホタル 
伊勢道 

勝部のカバタ 

伊岐志呂神社お旅所

井上川のホタル 

中山道守山宿 

雨水幹線

消えていく小字名物部村 

旧中山道 

みらい守山２１ 

浮気の魚 

伏流水

夏祭り

文化祭

スポーツフェスティバル 

七郷川のホタル（昔） 

春祭り

福寿院の槇

由緒ある神社仏閣が点在 

シンボルとなる樹木 

地域をめぐる河川や水路 

まちなかのホタル 

安心・安全の活動 

③駅近で生活利便性が高く、人が集まる地域

・ 駅に近く交通や買い物など生活環境が便利 

・ 小学校が２つあるなど子育て環境が充実 

・ 祭や観光など人が集まる地域 

・ 工業団地もあり企業と住宅が共存している 

中山道関連資源 

住民参加の祭 

古代の遺跡 

子育て環境の充実 

人が集まるまちづくり 

住民主体の地域活動 

まちを綺麗にする活動 

④人口増加により新旧住民が混在 

・ マンションや宅地開発による急激な人口増加 

・ 住民主体の地域活動が盛ん 

・ 新旧住民の間に生じているへだたり

伝統の祭 
地域で継承

新しい祭 

栗太郡物部村と野洲郡守山村合併の歴史 

安
全
・
安
心 

快
適 

住
民
の
愛
着
・
誇
り 

地
域
の
一
体
感

各在所に

寺がある

賑
わ
い
の
創
出 

季
節
を
感
じ
ら
れ
る 

子どもラジオ体操

子
育
て
し
や
す
い 

つどいの

場 

土橋

大変で

もある 

（注）第 2 回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 赤字は第３回会議での追加・修正意見 

 

花火（昔） 守山音頭（昔）

老人クラブ

あまが池のホタル（昔）

きれいな

水 

古高町 

駅前(日本ﾊﾞｲﾘｰﾝ・富士車輌） 

工業団地 

昔の学校 

鼓踊り

防災訓練 

敬老会 すこやかサロン 

お地蔵さん 最明寺 常願寺 安楽寺
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 （注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 

守山学区の課題・活性化の方向性 

人口増加による公共施設の不足 

守山に住んで良かったと言われるまちづくり 

人を中心としたまちづくり 

○地域で子育て・子どものつながりづくり 

○地域、家庭、学校が協力した子どもの教育を推進 

○自治会の横断的な連携 

○シニア世代の活用・活性化 

○住みやすさ日本一を目指す 

地域によって進む高齢化 人口流入による年齢層の偏り

のどかな田園都市の崩壊 

マンション建設による周辺住民への影響 

旧在所周辺の宅地化 

アパート、マンションの老築化 

急激なまちの変化への対応の遅れ 

都市計画税により農家の負担が増大 

市街化区域指定により田が減少 
農業の後継者不足 

都市化による農業の衰退 

地域で縦横が繋がる遊びがない 

（子どもが１人ぼっちになっている）

昔から伝わる伝承（遊びも）がなくなっている

子どもは多いが街に子どもの姿が見られない

高齢者のパワーを活かす取り組みが不足

民俗芸能は一旦消滅すると、復元は極めて困難。

保存、伝承は不可欠 

伝統行事や自治会活動の維

持が難しい 

交通渋滞が多発 

雨の日の駅周辺の渋滞 

小学生の通学路が狭い 

自治会運営がむつかしい

自治会役員の成り手不足

将来を見据えた計画的なまちづくり 

○活性化のためのルール変更 

○色の統一など景観の向上 

○人に優しい街づくり 

 

冬場の河川水両の減少

地域内の川に水がない

コンクリの川壁になり，ホタルが少なくなった

身近な自然や川を守る必要がある 

きれいな水やホタルを守る 

地域の川や水路の維持 

○河川美化，ホタルの保護 

駅前を中心とした急激な人口増加と 

旧住民の高齢化 

敬老会は行事が催せない

道路整備が都市化に 

追いついていない 

若い人の自治会ばなれ

若者の自治会活動への参加が少ない

共稼ぎ世帯での地域活動をいかにするか

湖南幹線道路開通に伴う 

交通環境の変化 

先人の構築遺産である地域を巡る用水路を

いつまでも維持管理していくことが大事 

ＪＲ横断部分の道路が危険 

史跡、神社仏閣などを地元民が知らない

高齢化が進み、町内の活動への参加者が減少

人のつながりがなくなった 

賃貸マンション入居者の共助意識醸成

今後増加するサービス付き高齢者向け

住宅に対する交流活動が課題 

ペットの飼い主のマナー不足 

神社仏閣の末代までの維持保存

人のつながりの希薄化 

各種団体への加入者が減少

古い街並みの消滅

観光客を受け入れられる状態ではない

新旧住民の関わりが難しい 

新住民との意識にギャップがある 

住民増加により生活マナーの悪化 

豊富な歴史資源が活かされて

おらず、観光の目玉がない 

活性化に使えるユニークな「食」に乏しい

伊勢遺跡をもっとＰＲすべき

新興住宅の増加に伴う新住民の増加

伊勢遺跡や卑弥呼、食などをテーマとした 

観光の活性化 

○全国に発信できる食の創造 

○伊勢遺跡や卑弥呼の活用による観光客誘致 

○中山道案内ボランティアのＰＲ・質の向上 

○歴史観の見直し 

新旧住民の融合による 

次世代を担う『人』の育成 

○昔からの慣習を変えるなど自治会活動の見直し 

○担い手の発掘 

○道徳観を育てる 

工業地域における団地の減少 

地元小売店の減少により人づきあいの機会が減少 

新興団地に伝統行事 寺，神社等がない

ＪＲで分断されて東西の交流がしにくい
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第２回 学区の特徴とたからもの 
第４回 守山学区活性化の取組 

まちづくりの方向 課題 

第３回 学区の課題とまちづくりの方向 

●伝統行事や自治会活動の維持が難しい

・ 若者の自治会活動への参加が少ない 
・ 自治会役員の成り手不足 
・ 高齢者のパワー活かす取り組み不足 
・ ＪＲで東西の交流が分断 
・ 民俗芸能や神社仏閣の維持･保存 

●駅前を中心とした急激な人口増

加と旧住民の高齢化 
・ 地域によって進む高齢化 
・ 人口増加による年齢層の偏り 

●人のつながりの希薄化 

・ 人づきあいの機会が減少 
・ 子どもは多いが街に子どもの姿が見られない 
・ 賃貸や高齢者向け住宅の共助意識醸成 

●都市化による農業の衰退 

・ 農業の後継者不足 
・ 都市計画税による農家の負担増 

●身近な自然や川を守る必要がある 

・ コンクリの川壁になり，ホタルが減少
・ 先人の構築遺産である地域を巡る用水

路を維持管理していくことが大事 
・ 地域内の川に水がない 

●豊富な歴史資源が活かされておらず
観光の目玉がない 

・ 史跡、神社仏閣等を地元民が知らない
・ 古い街並みの消滅 
・ 観光客を受け入れられる状態ではない
・ 活性化に使えるユニークな「食」に乏しい 
・ 伊勢遺跡をもっとＰＲすべき 

きれいな水やホタル

を守る地域の川や

水路の維持 

伊勢遺跡や卑弥

呼、食などをテーマ

とした観光の活性化 

守山に住んで良かっ

たと言われるまちづ

くり 

人を中心としたまち

づくり 

将来を見据えた 

計画的なまちづくり 

【活用するたからもの】 

高齢者のパワー，自治会 など 

【活性化の取り組み】 

子育てしやすいまちの日本一を目指す 

・自治会で子どもを預かる  など 

特徴 たからもの 

●古高俊太郎 
・ 古高俊太郎、俊太郎道、俊太郎石碑 

① 

中
山
道
関
連
の
街
道
文
化
や
社
寺
、 

遺
跡
な
ど
歴
史
遺
産
が
豊
富 

②
ホ
タ
ル
や
水
な
ど 

自
然
を
残
し
た
ま
ち 

③
駅
近
で
生
活
利
便
性
が 

高
く
、人
が
集
ま
る
地
域 

④
人
口
増
加
に
よ
り 

新
旧
住
民
が
混
在 

●中山道関連資源 
・ 伊勢道、甲屋、一里塚、旧中山道 

中山道守山宿、中山道の古い街並 
うの家、十王寺の住蓮房母公墓 など 

●住民主体の地域活動 
・ 高い自治会加入率、敬老会、老人クラブ 

すこやかサロン など 

●古代の遺跡 
・ 焔魔堂古墳、伊勢遺跡 

●由緒ある神社仏閣が点在 
・ 十王寺、天満宮、諏訪神社、皇大神社、 

樹下神社、石仏、お地蔵さんなど 

●子育て環境の充実 
・ 守山小学校、物部小学校、子どもラジオ 

体操、こどもサロン など 

●住民参加の祭 
・ 勝部の火祭り、鼓踊り、夏祭りなど 

●栗太郡物部村と野洲郡守山村合併の歴史 
・ 物部村 消えていく小字名 

●まちを綺麗にする活動 
・ 守山一緑の多い泉町、楓三道の維持活動 

駅前にゴミが少ない 

●人が集まるまちづくり 
・ みらい守山 21、えんまどう公園 

あまが池プラザ 

●工業団地 
・ 古高町、駅前(日本ﾊﾞｲﾘｰﾝ･富士車輌） 

●安心・安全の活動 
・ 自衛消防隊、防災訓練、火の用心夜回り 

子どもの見守り 夏のパトロール 

新旧住民の融合に

よる次世代を担う

『人』の育成 

＜第３回会議で出して頂いた取り組み＞ 

・シニア世代の活用・活性化 ・子どものつながりづくり 

・河川美化 ・ホタルの保護 

・全国に発信できる食の創造 ・中山道案内ボランティアのＰＲ・質の向上 

・伝統行事等の担い手の発掘・育成 ・昔からの慣習を変えるなど自治会活動の見直し 

・活性化ためのルール変更 ・色の統一など景観の向上           など 

 

「たからもの」と「まちづくりの方向」を関連

づけて、どんなことができるか、何をしたら学

区が元気になるか、考えてみてください！ 

これは例です、参考にどうぞ。 

【活用するたからもの】 

伊勢遺跡 など 

【活性化の取り組み】 

卑弥呼と関連づけ伊勢遺跡をＰＲする 

・建物の復元 

・文化ゾーンの設定 など 

 

第３回会議ではすでにこん

なアイディアが出ています。

これらをもっと具体的にす

ることも考えましょう！ 

●地域をめぐる河川や水路 
・ きれいな地下水、伏流水、勝部のカバタ 

土橋、浮気の魚 など 

●まちなかのホタル 
・ 市街地のホタル、サムズのホタル、焔魔

堂横のホタル、今宿川のホタル など 

●シンボルとなる樹木 
・ 福寿院の槇、皇大神社のクロガネモチ  

●新旧住民の関わりが難しい 

・ 新住民との意識にギャップがある 

●急激なまちの変化への対応の遅れ 

・ マンション建設による周辺住民への影響 
・ 人口増加による公共施設不足 
・ のどかな田園都市の崩壊 

●道路整備が都市化に追いついていない

・ 交通渋滞が多発 
・ 通学路等危険な道路がある 

第２回と第３回の成果を踏まえ、第４回は守山学区を活性化する取り組みを考えます 

（注）第２，３回のワークショップ会議で記入されたものから抜粋 
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